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皆さん、おはようございます。 

前回は、「努力とは何か」という話をしました。努力は、ただ頑張ること自体が目的

ではなく、目的を達成するために、方法を考え、実行し、結果を見て必要であれば修

正するものです。努力は、目的ではなく手段である、という話をしました。今日は、

結果だけがすべてではない、という努力のもう一つの側面の話をします。 

前回、努力は手段だと言いました。では、努力の価値や意味は、その目的を達成で

きたかどうかだけで決まるのでしょうか。夢が叶ったかどうか。成功したかどうか。

勝ったか負けたか。合格したか不合格だったか。達成したかできなかったか。努力の

価値や意味は、結果だけで決まるのでしょうか。 

さて、私たちは、「夢を叶えれば幸せになれる」「成功すれば幸せになれる」と考え

ることがあります。もちろん、夢をかなえたり、目標を達成したりすることはとても

素敵なことです。しかし、「夢を叶えること」と「幸せになること」は、同じではあり

ません。ここは、一度立ち止まって考える必要があります。 

例えば、高校野球で甲子園を目指す。オリンピックでメダルを取ることを目指す。難

関大学への合格を目指す。将来、特定の職業に就くことを目指す。そのような夢や目

標に向かって努力することは、とても素晴らしいことです。しかし、夢や目標を持っ

て取り組んだすべての人が、その夢を実現できるわけではありません。 

では、その夢を実現できなかった人の努力は、意味のない努力だったのでしょう

か。あるいは結果を残せなかった人は幸せではないのでしょうか。そうではないです

よね。 

努力した日々には、仲間とともに練習したこと、自分の夢を追い続けたこと、妥協

せず自分の可能性を信じたこと、そして、自分の弱さと向き合ったことがあります。

結果として夢や目標を達成できなかったとしても、その一つ一つが、自分の人生を間

違いなく充実させています。 

もちろん、結果は大切です。合格したい。勝ちたい。認められたい。目標を達成し

たい。そう思うからこそ、努力に力が入ります。結果を求める気持ちがあるからこ

そ、人は本気で努力できるのだと思います。 

しかし、結果だけにこだわりすぎると、大切なものを見失ってしまうこともありま

す。結果を求めて努力することは大切です。その一方で、何を犠牲にしているのか、自

分にとって本当に大切なものまで失っていないかを考えることも必要です。結果を手



にしたとしても、その途中で自分の心や体、人とのつながりを大きく損なってしまっ

ては、何のための努力だったのか分からなくなってしまいます。 

夢が叶った瞬間、目標を達成した瞬間には、大きな喜びがあります。それは間違い

ありません。しかし、その喜びが、その後ずっと続くとは限りません。ある心理学の

研究では、大きな成功を成し遂げたときや、宝くじで大金を手にしたときの幸福感

は、三か月ほどしか続かないという報告もあります。もちろん、すべての人に同じよ

うに当てはまるという意味ではありません。しかし、大きな成功が、その後の人生の

幸せをずっと保証してくれるわけではない、ということは考えておく必要がありま

す。実際、目標を達成した後に、かえって苦しむ人もいます。大きな大会で結果を出し

た後に、次の目標を見失ったり、スランプに陥ったりする人がいます。念願の学校に

合格した後に、そこで何をしたいのか分からなくなる人がいます。周囲から評価され

た後に、その評価を失うことが怖くなる人もいます。成功は幸せをもたらすことがあ

りますが、成功そのものが、いつまでも続く幸せを約束してくれるわけではありませ

ん。 

努力は、目的ではなく手段です。その一方で、努力する中で人との絆が深まった

り、自分を成長させてくれたり、経験を積み重ねてくれます。だから努力は手段であ

りながら、その過程そのものにも価値があります。これらの価値は成功とは異なるも

のです。誰かから表彰されるわけではありません。数字ではっきり見えるものでもあ

りません。しかし、努力している途中にある小さな幸せや充実感に気づくことは極め

て大切なことです。それに気付くことができた人は、持続可能な努力、つまりあきら

めない力を身につけることができるのではないかと思います。 

だからこそ、努力を結果だけで考えないことも大切です。努力は、夢を叶えるた

め、目標を達成するためにあります。しかし、それだけではありません。努力してい

る日々の中で、何を感じたのか、誰と関わったのか、どんな実感や充実感を持ったの

か。そこにも目を向けてほしいと思います。たとえ思うような結果が出なかったとし

ても、その努力の中で考えたこと、感じたこと、身につけたこと、人と関わったこと

は、結果よりもずっと長く君たちの人生を支える財産になります。 

前回、努力は目的に近づくための手段だと話しました。今日は努力は結果のためだ

けにあるのではないという話をしました。この二つの話は一見、矛盾しているように

思えますが、そうではありません。努力は、確かに目的に近づくための手段ですが、

その努力している時間も、自分の人生の一部です。努力の中にある小さな幸せや充実

感に気づくことができたとき、努力は、ただ結果を得るためだけのものではなく、自

分を支えるものにもなります。 



結果は大切です。しかし、結果だけがすべてではありません。努力の意味は、最後

の結果だけで決まるものではありません。 

皆さんには、夢や目標を持ってほしいと思います。そして、そのために努力してほ

しいと思います。しかし同時に、努力している日々の中にある小さな幸せや充実感に

こそ意義があることに気づいてほしいと思います。結果を目指しながら、努力の過程

も大切にする。そのような努力のあり方を、これから考えていってほしいと思いま

す。 


